
近衛中学校　令和６年度後期学校評価アンケート

　　　　　　　　　　　　　　　　　考察（全国学力調査生徒質問紙との比較から）

当てはまる だいたい当てはまる

全国 26 50

京都府 24 49

本校生徒 30→28 34→37

当てはまる だいたい当てはまる

本校生徒 R5/20→20 R5/36→37

当てはまる だいたい当てはまる
全国 26 50

京都府 28 50
本校生徒 41 49

当てはまる だいたい当てはまる

本校生徒 R5/21→24 R5/44→45

保護者 R5/18→16 R5/57→56

教職員 R5/11→ 6 R5/72→82

64→65

１，学校教育目標【自主自律そして自治】への到達度
　「社会や人とのつながりを大切にし　可能性を最大限に探究する　たくましく生きる生徒」

Q，地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか（社会や人とのつながりを大切にする）

計

76

73

計

【考察】
１２月に学校運営協議会の理事を講師にお招きし、全校防災学習を行った。１年生は総合で減災・防災を
軸にし、１１月にあった校外学習でも神戸の防災センターへ行った。学年別にみると１年生はこの項目は７
５％で学習の成果が感じられる。家庭科の授業などでも地域の方と高齢者体験やふれあい体験で保育園
を訪問したりしているが、生徒には社会とつながっているという感覚がないと思う。来年度より質問形式を
変えるとあがってくる項目と思われる。

jiku 

計

R5/56→57

Q.授業では課題解決に向けて自分で考え、自分から取り組んでいる（可能性を最大限に探究する）
（分からないことや知りたいことがあった時、自分で学び方を考え、工夫することができる。）

計
76
78
90

【考察】
今年度スケジュールノートを変更し、全校集会で研究主任より使い方の説明を行った。日常的に自分のス
ケジュールを管理し、以前は配布されていた資料を、自ら確認して記入したり、計画性を持って学校生活
を過ごすことができる生徒が増えてきた。また課題解決に向けて自分で考え、自分から取り組むことがで
きるという生徒が全国、京都府よりかなり上回っている。今後さらにスケジュールノートを活用し、より一層
自分自身を見つめ自ら管理し、生活を工夫し、課題解決できる力を育みたい。

Q，難しいことでも，失敗を恐れないで挑戦している（たくましく生きる）

R5/65→69

R5/75→72

R5/83→88

【考察】
　生徒は昨年より少しポイントが上がった。保護者や教職員から見て、何事にも一生懸命に取り組んでい
ると評価している。これからも普段の学校生活で、また行事などでの活躍の場を広げ、挑戦する気持ちを
持たせ、達成感、自己有用感を感じさせれる機会を増やしていきたい。

Q，総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め、整理して、調べたことを発表するなど
　　の学習活動に取り組んでいる。（他人と協力し探究し続ける）（生徒・教員）
Q，子どもは学校で学んだことを生かして、自分の考えをまとめたり思いや考えをもとに、新しいものを
　　作りだしたりする活動を行っている。（保護者）



当てはまる だいたい当てはまる
全国 28 44

京都府 28 46

本校生徒 35 50

保護者 14 46

教職員 53 47

当てはまる だいたい当てはまる

全国 40 43

京都府 40 42

本校生徒 43 39

保護者 25 62

教職員 63 37

当てはまる だいたい当てはまる

全国 36 30

京都府 36 29

本校生徒 46 24

保護者 17 43

教職員 13 87

【考察】
総合的な学習の時間では自らの課題をみつけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よりよく問題を解
決する資質や能力を育成することが目標の１つとして掲げられているが、本校では「近衛タイム」として３
年間系統立てて取り組んでいる。、その１つとして上級生の探究活動のプレゼンを聞く機会を設けてい
る、。そうした取組により、年々、より探究的な見方、考え方を身に付けられるようになってきており、将来
の自己の生き方を考える一助になると確信している。全国、京都府とより１０ポイント以上、上回っている
ので、これからますます力をつけていきたい。

計
72

74

85

60

100

66

２，自己有用感について
　（保護者，教職員アンケート含む）

Q，自分には良いところがあると思いますか（生徒）
Q，学校で子どもの自己肯定感は育まれている（保護者）
Q，生徒の自己肯定感を高めるように指導方や活動の場の提供など努力している（教職員）

計

83

82

82

87

100

【考察】
以前はこの項目が全国より低く、改善するために、小学校との連携をすることで（六校会）で数年取り組ん
できた。全国、京都府と同等になってきたことは、日々の教育活動で、教職員一同、生徒一人ひとりを大
切にし、達成感や自己有用感を育んできた成果であると思われる。多くの保護者がそのことに理解を示し
てくださっている。

Q，わたしは将来の夢や目標を持っている（生徒）
Q，子どもは将来の夢や目標を持っている（保護者）
Q，生徒は将来の夢や希望を持っている（教職員）

計

65

70

60

100

【考察】
この項目については、中学生の多感な時期でもあり、まだまだ将来について漠然とした意識しか持てない
生徒が多いと思われる。その中でも、将来の夢や希望を持っている（当てはまる）と自信を持って答えてい
る生徒が全国、京都府を大きく上回る数値である。これは探究的な学習の積み重ねにより、よりよい自己
実現への教科指導、また道徳、キャリア学習、総合的な学習の時間での取組の成果であると考える。学
校では、生徒が夢や希望について考えたり、語ったりする機会があり、生徒も一定夢や目標を持っている
が、家で将来の夢や目標について話す機会も少なく、保護者の数値が低い原因となっているのではない
かと考えられる。



当てはまる だいたい当てはまる

本校生徒 R5/50→56 R5/47→36

保護者 R5/21→26 R5/56→54

教職員 R5/12→35 R5/77→59

【考察】
学習の中でのICT機器の使用は、日常となり、特別なことではなくなってきた。各教科でのICT機器の利用
により、自分の考えを共有できたり、また自分の考えを系統立てて整理でき、教員も生徒自身も学習の
フィードバックがしやすい。ICT活用は大変便利である反面、情報モラルの学習は必須となる。保護者の数
値が生徒や教職員より低いのは、自宅での子どものスマホの使い方や、SNSの使い方、ICT機器に依存
など心配な部分があるためと見られる。

３，ICTの使用について
　（保護者，教職員アンケート含む）

Q，学習の中でコンピューターなどのICT機器を使うのは勉強の役に立つと思いますか（生徒）
Q，子どもはコンピューターなどのICT機器を学習に役立てている（保護者）
Q，生徒がコンピューターなどのICT機器を学習に役立つように授業で使用している（教職員）

計

97→92

77→80

89→94


